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         ディスコグラフィー【2019No.153】（HP収載） 

 

分類：CD  

作曲家：ハイドン他 

曲：チェロ協奏曲第 1番ハ長調 Hob.VIIb1他 

演奏：エドガー・モロー（Vc）、リッカルド・ミナージ指揮イル・ポモ・ドーロ 

発売：Warner Classics 

No．：WPCS-13320 

概要：  

エドガー・モローの演奏会で求めてきた CDです。 

   

収録曲： 

● ハイドン：チェロ協奏曲第 1番ハ長調 Hob.VIIb1 

● ヴィヴァルディ：チェロ協奏曲イ短調 RV.419 

● プラッティ：チェロと弦楽と通奏低音のための協奏曲ニ長調 

● ボッケリーニ：チェロ協奏曲ニ長調 G479 

● グラツィアーニ：チェロ協奏曲ハ長調 

演奏：  

エドガー・モロー（チェロ） 

イル・ポモ・ドーロ（ピリオド楽器オーケストラ） 

リッカルド・ミナージ（指揮） 

録音時期： 

2015年 1月 

録音場所： 

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/?p=16880
https://www.hmv.co.jp/search/index.asp?adv=1&genre=700&keyword=Moreau+cello
https://www.hmv.co.jp/search/index.asp?adv=1&genre=700&keyword=Il+Pomo+d%27Oro
https://www.hmv.co.jp/search/index.asp?adv=1&genre=700&keyword=Minasi


イタリア、ロニーゴ 

ネットから得られた解説を下記に引用します。 

「ジョヴィンチェロ～バロック、古典派チェロ協奏曲集 

エドガー・モロー、リッカルド・ミナージ＆イル・ポモ・ドーロ 

アルバム・タイトルの「ジョヴィンチェロ」という単語はイタリア語で「若者」の

意。前半の GIOVINには若いという語感もあり、CELLOはチェロともとれるので、

かけことばとして若者のチェロのような意味に使用しているものと思われます。 

 ここで主役となる「若者」のエドガー・モローは、1994年 4月 3日パリ生まれ

で、17歳のときにチャイコフスキー国際コンクールで第 2位を獲得、世界的な名声を

得ることとなり、翌年には来日公演も実施、2015年には再び来日し、インタビューで

このチェロ協奏曲アルバムについて「現代のスピーディな感覚に合った演奏」と語っ

てもいます。 

収録作品は、古典派のハイドン、ボッケリーニ、グラツィアーニに、バロックのヴィ

ヴァルディとプラッティというもので、これらをイタリアの気鋭の古楽器アンサンブ

ル「イル・ポモ・ドーロ」と競演、名技的なパッセージでの切れ味の良い演奏を楽し

むことができます。 

指揮者のリッカルド・（マサヒデ）・ミナージは、1978年生まれのイタリアのバロッ

ク・ヴァイオリン奏者で指揮者。有名なコンセール・デ・ナシオンやアッカデミア・

ビザンチーナ、イル・ジャルディーノ・アルモニコなどで活躍、ジュリアード音楽院

で演奏習慣に関しての講義も行っている、若くして実力と見識を兼ね備えた注目の音

楽家。 

イル・ポモ・ドーロは、有名古楽団体で活躍していた奏者たちによって結成された新

進気鋭のアンサンブル。グループ名の「イル・ポモ・ドーロ」は、アントニオ・チェ

スティ作曲の豪華なバロック・オペラからとられたものです。（HMV）」 

イル・ポモ・ドーロという古楽アンサンブルは初めて聴くものですが、イタリアの古

楽アンサンブルらしく、艶やかで明るい雰囲気の演奏です。モローのチェロは、1711

年製作のダヴィッド・テヒラーで、その柔らかくふくよかな音色が、バックのイル・

ポモ・ドーロの音色とよく溶け合っています。 

ハイドンでは、少し明るさが目立ちすぎるという印象もありますが、その他の曲で

は、南欧の明るい雰囲気がマッチした歯切れのよい演奏という印象です。 

 

 

以上 

 

 


